
人間総合学群　観光文化学類　専門教育科目　カリキュラムマップ
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全学DP 自立した現代女性にふさわ
しい教養力と人間性の養成

自己実現のためのコミュニ
ケーション力と社会性の養成

社会的責務を果たすことので
きる専門力と判断力の養成

文化の創造的担い手となるた
めの技術力と実践力の養成

学類DP

観光・文化に関する学際的
な教養と、多様な文化や価
値観を受容することができ
る豊かな人間性の養成

社会人にふさわしいコミュ
ニケーション力と、目標達
成に向けて他者と良好な関
係を築きながら活動できる
社会性の養成

地域や社会の抱える課題に
貢献できる専門性と、観光・
文化に関する様々な問題に
対する判断力の養成

多様な文化の発展に寄与で
きる創造性に富む技術力
と、着想を計画的に実行で
きる実践力の養成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

到達度 lv4

観光・文化
に関する知
識を他の分
野の知識と
関連付け、さ
まざまな状
況で活用す
ることができ
る。

文化的背景
の異なる人
たちの視点
を 理 解 し、
相手を尊重
することが
できる。

相手の立場
に配慮した
言葉や態度
で、自信を
もって意見
を述べ、質
疑応答がで
きる。

グループ全
体に目を配
り、消極的
なメンバー
の参加を促
し な が ら、
活動を円滑
に進めるこ
とができる。

分析に基づ
き、地域や
社会の課題
解決に向け
た現実的な
提案を行う
ことができ
る。

観光・文化
に関する問
題について、
データや資
料を批判的
に分析しな
がら、独自
の考えを論
理的に展開
することが
できる。

自ら問いを
立て、テー
マを設定し
て、レポー
トを作成し、
説得力のあ
るプレゼン
テーション
をすること
ができる。

学外での学
びや取得資
格を職業・
業界分析や
自らの進路
決定に活か
すことがで
きる。

到達度 lv3

観光・文化
に関する知
識を他の分
野の知識と
関連付けて、
特定の状況
で活用する
ことができ
る。

文化的背景
の異なる人
たちと積極
的に交流し、
相手を受け
入れること
ができる。

相手の立場
を 理 解 し、
自分の意見
を述べ、質
疑応答がで
きる。

グループの
メンバーの
発言を促し、
出された意
見や論点を
整理し、活
動に貢献す
ることがで
きる。

地域や社会
の課題解決
のため、収
集した情報
を 評 価 し、
的確に分析
することが
できる。

観光・文化
に関する問
題について、
データや資
料を分析し、
反証を挙げ
ながら、考
えをまとめ
ることがで
きる。

提示された
テーマや問
いに新たな
視点を加え
な が ら、 レ
ポートを作
成し、プレゼ
ンテーショ
ンをするこ
とができる。

さまざまな
学外での実
践的な学び
に積極的に
参加すると
ともに、複
数の資格取
得に取り組
むことがで
きる。

到達度 lv2

観光・文化
に関する知
識と他の分
野の知識を
関連付ける
ことができ
る。

文化的背景
の異なる人
たちとの交
流に参加し、
異なる価値
観に気づく
ことができ
る。

相手に質問
し、相手か
らの質問に
答えること
ができる。

グループに
おける自分
の役割を見
出し、活動
に参加する
ことができ
る。

地域や社会
の課題解決
のために必
要な情報を
様々な方法
で収集する
ことができ
る。

観光・文化
に関する問
題について、
データや資
料の矛盾点
を見出し指
摘すること
ができる。

提示された
テーマや問い
についてのレ
ポートを作成
し、プレゼン
テーションを
することがで
きる。

学外での実
践的な学び
に参加する
と と も に、
資格取得に
取り組むこ
とができる。

到達度 lv1

観光・文化
に関する知
識を自らの
経験と関連
付けること
ができる。

文化的背景
の異なる人
たちに対し
て関心を持
つことがで
きる。

相手の意見
を聞き、自
分の考えを
伝えること
ができる。

自らの社会
的な使命グ
ループでの
活動に参加
することが
できる。

地域や社会
の課題に関
心 を 持 ち、
情報を収集
することが
できる。

観光・文化
に関する問
題について、
データや資
料に基づい
て考えるこ
とができる。

提示された
テーマや問
いについて、
何を調査す
べきか理解
できる。

学外での実
践的な学び
や資格取得
に関心を持
つことがで
きる。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

基
本
科
目

2 観光学 ○ ◎ △
2 観光政策論 ◎ ○ △
2 観光マーケティング論 ◎ ○ △
2 観光の PRとメディア ○ ◎ △
2 ホスピタリティ概論 ○ ◎ △

2 ホスピタリティ ･
マネジメント ◎ △ ○

2 観光社会学 ○ △ ◎
2 観光人類学 ○ △ ◎

観
光
実
務
関
連
科
目

2･3 旅行業実務論 ◎ △ ○
2･3 宿泊業・飲食業実務論 ◎ △ ○
2･3 航空・空港業実務論 ◎ △ ○
2･3 広告・メディア業実務論 ◎ △ ○

2･3 エンターテインメント
業実務論 ◎ △ ○

2･3 ライフイベントデザイン
実務論 ◎ △ ○

2･3 短期インターンシップ実習A △ ○ ◎
2･3 短期インターンシップ実習B △ ○ ◎
2･3 中期インターンシップ実習 △ ○ ◎
2･3 海外インターンシップ実習 △ ○ ◎
2･3 長期インターンシップ実習 △ ○ ◎



学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

2･3 国内旅行研修 ○ △ ◎
2･3 海外旅行研修 ○ △ ◎

2 海外留学（観光実務
実習）準備 △ ◎ ○

2 海外留学
（観光実務実習） ○ △ ◎

観
光
資
源
・
文
化
関
連
科
目

2 世界遺産研究 ○ △ ◎
2･3 地域観光資源研究 ○ △ ◎

2 国内観光資源研究A
（東京・首都圏） ○ △ ◎

2･3 国内観光資源研究 B
（東日本） ○ △ ◎

2･3 国内観光資源研究 C
（西日本） ○ △ ◎

3 海外観光資源研究A
（ヨーロッパ 1） ○ △ ◎

3 海外観光資源研究 B
（ヨーロッパ 2） ○ △ ◎

3 海外観光資源研究 C
（アジア 1） ○ △ ◎

3 海外観光資源研究D
（アジア 2） ○ △ ◎

2･3 海外観光資源研究 E
（アジア３） ○ △ ◎

2･3 ミュージアム研究 ○ △ ◎
2･3 西洋美術の旅 ○ △ ◎
2･3 異文化交流Ⅰ ◎ ○ △
2･3 異文化交流Ⅱ ◎ ○ △

3 文化交流論
（日本とアメリカ） ◎ ○ △

3 世界の文化と国際接遇 ○ ◎ △
2･3 イスラーム文化論 ○ ◎ △
2･3 キリスト教文化論 ○ ◎ △

国
家
試
験
対
策
科
目

1 旅行法規Ⅰ ◎ △ 〇
2 旅行法規Ⅱ ◎ △ 〇
1 国内旅行実務論Ⅰ ◎ △ 〇
2 国内旅行実務論Ⅱ ◎ △ 〇
2 海外旅行実務論Ⅰ ◎ △ 〇
3 海外旅行実務論Ⅱ ◎ △ 〇

2･3 旅行業務取扱管理者
試験特講 ◎ △ 〇

観
光
の
外
国
語
科
目

2 観光の英語 ○ ◎ △
2 観光ガイドブック講読 ○ △ ◎
2 観光のフランス語 △ ◎ ○
2 観光のドイツ語 △ ◎ ○
2 観光のスペイン語 △ ◎ ○
2 観光の中国語 △ ◎ ○
2 観光の韓国語 △ ◎ ○
2･3 観光サービスの英語Ⅰ ◎ ○ △
2･3 観光サービスの英語Ⅱ ◎ ○ △

専
門
ゼ
ミ
科
目

3 観光文化ゼミⅠ ○ ◎ △
3 観光文化ゼミⅡ ○ ◎ △
4 観光文化ゼミⅢ ○ ◎ △
4 観光文化ゼミⅣ ○ ◎ △
4 卒業研究 △ ◎ ○




